
令和６年度「薩長土肥連携青少年交流事業」企画・運営業務 

公募型プロポーザル応募要項 

 

１ 目的 

  この要項は、令和６年度「薩長土肥連携青少年交流事業」企画・運営業務を委

託する者を選定するための公募型プロポーザルについて、必要な事項を定める。 

 

２ 業務の概要 

（１）委託業務名 

令和６年度「薩長土肥連携青少年交流事業」企画・運営業務 

（２）委託業務の内容 

令和６年度「薩長土肥連携青少年交流事業」企画・運営業務仕様書のとおり 

（３）委託期間 

   契約締結の日から令和７年１月３１日（金）まで 

（４）委託費の上限 

   １，６１２，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

 

３ 委託者（業務発注者） 

薩長土肥同盟推進協議会山口県事務局 事務局長 大久保直寛 

（以下「委託者」とする。） 

 

４ 参加資格 

この手続に参加できる者は、次に掲げる要件のいずれにも該当する者とする。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項又は第

２項に規定する者でないこと。 

（２）山口県が発注する物品等の製造の請負、物品等の買入れ、借入れ及び売払い

並びに業務の委託の契約に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に

必要な資格並びに資格審査申請の時期及び方法等に関する告示（令和元年山口

県告示第６２号）に基づく資格審査を受けて、業務委託について入札参加資格

を有する者であること。 

（３）この手続の開始の日から同年５月２１日までのいずれの日においても、山口

県の業務委託及び物品調達等に係る競争入札等参加停止措置要領に基づく参加

停止を受けていないこと。 

  



５ スケジュール 

内容 期日 提出書類等 

①公募開始 令和６年４月２５日（木）  

②質問書の提出期限 令和６年５月 ７日（火） 様式１ 

③提案書等の提出期限 令和６年５月２１日（火） 様式２及び３ 

④審査結果通知・契約締結 令和６年５月下旬以降  

 

６ 質問の受付等 

  プロポーザルに関する質問を次により受け付ける。 

提出書類 質問書（様式１） 

提出期限 令和６年５月７日(火) １７時まで（必着） 

提出方法 ・ ＦＡＸ又は電子メール送信のいずれかによること。（提出先等

は 10 を参照） 

※ 送信後に必ず提出先への受付確認をすること。 

回  答 ・ 令和６年５月１０日（金）までに、ＦＡＸ又は電子メールで送

付する。 

・ なお、当該回答は、この要項、仕様書等を追加又は修正したも

のとして扱うものとする。 

 

７ 提案書等 

  以下（１）～（４）により作成し、提出すること。 

（１）提案書鏡文（様式２） 

① １部提出すること。 

 

（２）提案書（任意様式） 

① 提案者は、別添仕様書記載の業務について、以下の事項を提案すること。 

No. 区分 内容 

１ 提案概要 ・提案の概要、業務実施における基本的な考え方等 

２ 企画・運営 ・研修内容に関する提案 

・行程に関する提案 

・研修の進行に関する提案 

・業務の運営体制 

３ スケジュール ・契約日から業務完了までの実施手順、実施行程内容の

わかるスケジュール 

４ 実施体制 ・業務の実施体制や配置予定者の業務実績 

５ その他 ・本事業実施における優位性等 

・独自の追加提案等 



② 体裁は原則Ａ４版で、用紙方向は横向き、横書き表示、ページ番号を付番

すること。 

③ ５部（正本１部、副本４部）提出すること。 

④ 審査の公正を期すため、公募型プロポーザル参加者を特定できる記載につ

いては、以下の方法によること。 

・事業者名、事業所所在地等は記載せず、企業ロゴマーク等の表示を付さな

いこと。 

・実施体制図などには、公募型プロポーザル参加者名を「当社」又は「当団

体」等と記載すること。 

 

（３）団体等概要及び事業実績（様式３） 

① ５部（正本１部、副本４部）提出すること。 

② 審査の公正を期すため、公募型プロポーザル参加者を特定できる記載につ

いては、以下の方法によること。 

・「発注者」欄については、「行政機関」、「民間事業者」等の記載とし、具体

的な発注者を記載しないこと。 

・「実施概要」欄については、具体的な事業名ではなく、事業内容を記載する

こと。 

・副本の「団体名等」、「代表者職・氏名」、「所在地」、「電話番号」、「ファク

シミリ」、「メールアドレス」、「ホームページアドレス」、「担当者職氏名」

欄の記載は黒塗りとすること。 

 

（４）見積書（任意様式） 

① １部提出すること。 

 ② 提案に係る算出根拠がわかるように、わかりやすく区分した見積書を作成

すること。 

  ③ 消費税及び地方消費税を含むこと。 

 

８ 提案書等の提出 

提出書類 ７に掲げる書類一式 

提出期限 令和６年５月２１日（火）１７時まで（必着） 

提出方法 ・ 持参、郵送のいずれかによること。（提出先等は 11 を参照） 

・ 提出した書類は返還しない。また、提出期限後の書類の追加、

修正等は認めない。 

・ 提案書は、本公募型プロポーザルの選定業者を決定するもので

あり、業務実施に当たっては、選定業者の提案書を基にして主催

者と協議と重ねて実施するものとする。 

 



9 審査・選定方法等 

（１）別途設置する審査委員会が、委託費の上限額の範囲内の見積金額を提示した

各提案者の提案書について、別紙「審査項目及び評価基準」に基づき書面審査

を行う。審査会は、審査による合計得点の最も高い提案書を提出した提案者１

者を選定する。なお、応募が１者の場合でも、審査を行うものとする。 

（２）選定された最優秀提案者（契約候補者）と県とが協議し、随意契約により本

業務委託の手続きを行う。（仕様書の内容は、提案された内容が基本とはなるが、

採用になった案について、県との協議により必要に応じて内容を変更した上で、

契約を締結することもあるものとする。） 

（３）審査結果は提案者全者に対して文書で通知を行うが、結果に係る説明は行わ

ない。なお、審査結果に対する異議は受け付けない。 

（４）なお、以下のいずれかに該当する場合は失格となるので、注意すること。 

  ① 提出書類が期限までに提出されなかった場合 

  ② 提出書類に虚偽の内容を記載した場合 

  ③ 審査の公平性に影響を与える行為があった場合 

  ④ 応募要項に違反すると認められる場合 

  ⑤ その他担当者があらかじめ指示した事項に違反した場合 

 

10 書類の提出先及び問い合わせ先 

〒753-8501 山口市滝町１－１ 山口県庁７階 

山口県総合企画部政策企画課調整班（担当:吉富） 

（薩長土肥同盟推進協議会山口県事務局） 

TEL 083-933-2425  FAX 083-933-2088 

E-mail a10000@pref.yamaguchi.lg.jp 

 

11 その他留意事項 

（１）提案書等の作成、提出など提案に要する経費は、全て提案者の負担とする。 

（２）提出された書類は審査等のため、必要な範囲において複製することがある。 

（３）山口県の業務委託における競争入札参加資格者名簿に登録していない者は、

令和６年５月９日（木）１７時までに山口県会計管理局会計課に「競争入札参

加資格審査申請書」を提出し、提案書類の提出期限までに当該登録を受けてお

くこと。 

（４）委託業者が決定され次第、当該業者は、参考見積書とは別に正式な見積書を

提出すること。 

（５）提出書類の内容に含まれる著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権そ

の他日本国の法令に基づいて保護される第三者の権利の対象となっているもの

に係る責任は、全て提案者が負うものとする。 

（６）この手続きに参加した者が業務委託及び物品調達等に係る競争入札等参加停

止措置要領に基づく参加停止を受けることとなった場合は、審査の対象とせず、



又は契約の締結を行わないことがある。 

（７）委託者は予算の都合上その他やむを得ない理由があるときは、計画を変更ま

たは中止する場合がある。なお、この場合において、受託予定者に損害が生じ

た場合であっても、その損害の賠償を委託者に請求できないものとする。 

 

 



（別 紙） 

【審査項目及び評価基準】 

● 評価得点（満点）： ６０点 

区 分 審 査 項 目 評 価 評点 

基 本 

１０点  

□事業の目的を的確に捉えた提案がなされているか。。 

□応募要項に規定する記載項目等は満たしているか。  

非常に優れている 10 

優れている 8 

普通 6 

やや劣っている 4 

劣っている 2 

企画・運営業務  ４０点  

  

企 画 

内 容 

(30点) 

□企画のコンセプトが業務の趣旨・目的に合致しているか。 

□企画内容は参加者にとってわかりやすく、魅力的な内容で

構成されているか。 

□地域や日本の将来を考え、広い視野を持って行動できるき

っかけとなるような内容になっているか。 

□参加者同士の交流により、相互が刺激を与え成長し合える

ような内容になっているか。 

非常に優れている 30 

優れている 24 

普通 18 

やや劣っている 12 

劣っている 6 

運 営 

(10点) 

□スムーズな進行及び運営について、熟慮しているか。 

□参加者が適切なサポートを受けられるような体制になって

いるか。 

非常に優れている 10 

優れている 8 

普通 6 

やや劣っている 4 

劣っている 2 

実施 

体制等 

 １０点  

□業務を実施するための十分な実施体制がとられているか。 

□実施体制、個人情報の管理、苦情対応は適切なものとなっ

ているか。 

□業務実施スケジュールは適切か。 

□過去の同種業務等の実績等からみて、確実に業務を遂行で

きるか。 

非常に優れている 10 

優れている 8 

普通 6 

やや劣っている 4 

劣っている 2 

 


